
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
魅
力

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
原
型
と
も
言
わ
れ
る
タ

ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
。
動
き
の
中
に
ポ
リ
ネ
シ

ア
の
文
化
が
取
り
込
ま
れ
、
日
本
に
お
け
る

日
本
舞
踊
の
よ
う
な
も
の
、
と
の
こ
と
。
そ

の
魅
力
を
寺
内
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
タ
ヒ
チ
ア
ン（
ダ
ン
ス
）の
魅
力
は
、
観

て
も
踊
っ
て
も
楽
し
い
こ
と
。
と
に
か
く
会

場
が
盛
り
上
が
る
し
、無
我
夢
中
で
踊
っ
て
、

笑
顔
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

踊
り
を
通
じ
て
『
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
』

こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

ダ
ン
ス
に
見
ら
れ
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化

に
つ
い
て
、
細
川
先
生
に
も
伺
い
ま
し
た
。

「
タ
ヒ
チ
ア
ン
の
一
つ
一
つ
の
動
き
や
曲

に
も
『
先
祖
や
自
然
へ
の
敬
意
』
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は

『
未
来
は
過
去
か
ら
繋
が
る
も
の
』
と
言
わ

れ
、
未
来
を
表
す
振
付
け
で
は
、
前
で
は
な

く
後
ろ
を
向
い
た
り
し
ま
す
。
ダ
ン
ス
を
通

じ
、他
国
文
化
を
学
ぶ
謙
虚
さ
を
身
に
着
け
、

人
間
的
に
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

大
会
で
の
振
付
け
は
即
興
!?

５
歳
か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
７
歳
か
ら
タ

ヒ
チ
ア
ン
を
習
い
始
め
、
15
歳
の
現
在
、
世

界
大
会
ま
で
も
制
し
た
寺
内
さ
ん
で
す
が
、

技
術
を
磨
く
た
め
に
普
段
は
ど
の
よ
う
な
練

習
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
吹
上
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
レ
ッ
ス

ン
の
ほ
か
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
に
も
月
２
回

の
ペ
ー
ス
で
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

日
も
自
宅
で
練
習
し
ま
す
が
、
踊
り
始
め
る

と
没
頭
し
て
し
ま
い
、
気
が
付
く
と
２
、３

時
間
、
あ
っ
と
い
う
間
に
経
過
し
て
い
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。」

ち
な
み
に
、
大
会
で
は
事
前
に
使
用
さ

れ
る
曲
は
公
表
さ
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
参

加
者
達
の
見
事
な
ダ
ン
ス
は
全
て
即
興
！

「
タ
ヒ
チ
ア
ン
の
練
習
で
は
、
ま
ず
打
楽

器
の
音
を
よ
く
聞
き
、
体
に
し
み
込
ま
せ
る

こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
な

ど
を
覚
え
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
動
き
の
引

き
出
し
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
本
番
で
は

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

タ
ヒ
チ
ア
ン
は
本
当
に
か
っ
こ
い
い
！

寺
内
さ
ん
の
目
標
の
一
つ
は
、
認
知
度
が

高
い
と
は
言
え
な
い
タ
ヒ
チ
ア
ン
を
、
も
っ

と
普
及
さ
せ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
と
混
同
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
は
本
当
に

か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
。
依
頼
さ
れ
れ
ば
ど
こ

で
も
披
露
し
た
い
と
思
う
し
、
男
子
の
ダ
ン

サ
ー
が
も
っ
と
増
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。」

も
う
一
つ
の
目
標
は
親
孝
行
す
る
こ
と
。

「
タ
ヒ
チ
ア
ン
で
学
ん
だ
『
感
謝
を
忘
れ

な
い
気
持
ち
』
を
一
番
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
家
族
に
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

寺内さんの通う『カハレ フラ＆タヒチ スタジオ』HP ⇒

　ポリネシア諸島に伝わる伝統舞踊、タヒチアンダンス。
その日本最高峰の大会である「H

ヘ イ ヴ ァ
eiva I

イ
T
トーキョー
okyo2023」、そ

して世界大会「‘O
オ リ
ri T

タ ヒ チ
ahiti N

ヌ イ
ui C

コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ズ
ompetitions2023」の

15歳～17歳部門に出場し、見事に優勝を果たした寺内颯眞
さん（指導者の細

ほそかわ
川由

ゆ み こ
美子先生も同席）に話を伺いました。

Heiva I Tokyo2023 男子 13歳～ 17歳のカテゴリー 1位
國學院大學栃木高等学校 1年生

寺
てらうち
内 颯

そ う ま
眞 さん

渡良瀬遊水地ヨシ焼きを実施します
実施・延期の決定
　当日朝６時に最終決定
当日の実施・延期は、インターネット または 
　電話にてお知らせします
　・ （一財）渡良瀬遊水地アクリメーション
　　振興財団ホームページ（右の二次元コード）
　　http://watarase.or.jp
　・電話による自動音声案内　☎（62）0915

※ 風向きや上昇気流により灰や煙が広範囲に飛散し、
洗濯物への付着、庭や屋根への降灰など大変ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※ 前日の 17時から、ヨシ焼き終了後に安全が確認さ
れるまでゴルフ場等一部を除く渡良瀬遊水地全域が
関係者以外立ち入り禁止になります。また、それに
伴い、藤岡渡良瀬運動公園の利用もできなくなるた
めご注意ください。（今年度はヨシ焼き見学のための
駐車場としても利用できません。ご了承ください。）

実施予定日　３月２日（土）

                    ８時 30 分～
（荒天時は以下の日時に順延）
　第１予備日　３月  3 日（日）　
　第２予備日　３月　9日（土）
　第３予備日　３月10日（日）

　貴重な湿地環境の保全、ヨシに寄生し周囲の農作物に影
響を及ぼす害虫の駆除、野火による周辺家屋への類焼防止
などを目的として、渡良瀬遊水地全域においてヨシ焼きを
実施します。主催：渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会

問 渡良瀬遊水地課　☎（62）０９１９

小平浪平生誕 150 年記念

小
おだいら

平浪
なみへい

平顕彰バスツアーの参加者を募集します
　株式会社日立製作所の創業者であり、郷土の偉人・先人である小平浪
平を顕彰するとともに、ものづくりへのこだわりや新規創業に向けての
開拓者精神および郷土への愛着と誇りを醸成するため、小平浪平生誕地
および日立オリジンパーク等の見学ツアーを実施します。

日時　　　３月23日（土）８時30分～17時（予定）
集合／解散場所　栃木市西方総合支所（西方町本城）　※駐車可
対象　　　市内在住または通勤通学している方（小学生以上）
　　　　　※10月20日（金）および12月16日（土）実施の同ツアーにご参加いただいた方は、今回は参加
　　　　　　できません。
　　　　　※未成年者の場合は、保護者の同伴が必要です。
定員　　　40人（先着順）
申込方法　市ホームページや総合政策課窓口にある参加申込書に必要事項を記入のうえ、参加費を添えて総合政策
　　　　　課窓口（本庁舎３階）に直接提出してください。１グループ４名まで申込み可能です。
　　　　　※電話・郵送・ＦＡＸ・メールでのお申し込みは受け付けておりません。
申込期間　２月28日（水）９時～３月８日（金）17時
　　　　　※先着順のため、申込状況により受付できない場合がございますのご了承ください。なお、前回および
　　　　　　前々回のツアーについては、受付開始後まもなく定員に達し受付を終了しております。
見学先　　小平浪平生誕地（都賀町合戦場）、日鉱記念館（茨城県日立市）、日立オリジンパーク（茨城県日立市）
　　　　　※天候や施設の都合等により、見学順序等が変更となる場合があります。
参加費　　大人１人２，０００円　小学生1人１，５００円　（昼食代、国内旅行傷害保険料等を含む）
昼食　　　日立市内にある飲食店での昼食を予定しております。

問 総合政策課 ☎（２１）２３０４

栃木市文化活動協議会設立 10周年記念
栃木市文化活動協議会「活動交流会」

　市内全６地域の各文化協会・文団連から、年に一度さま
ざまな分野の文化団体が一堂に会し、作品展示や舞台発表
を行います。どなたでもご覧いただけますので、どうぞお
気軽にお越しください。
日時　２月17日（土）、18日（日）
　　　展示部門 10時～16時（18日は15時30分まで）
　　　舞台部門 10時～15時（予定）
　　　※開会式　17日（土）10時～
場所　とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館／旭町）
　　　展示室、大ホール
対象　どなたでも
内容　右表参照　※詳細は、市ホームページか、各文化会館、
　　　公民館等で配布中のチラシをご覧ください。
費用　入場無料
申込　不要
問 栃木市文化活動協議会事務局（文化課内）

 ☎（２１）２４９６

２日間
共通

【栃】吉屋信子記念会、不二見川柳社、栃木
市俳句協会、栃木県現代俳句協会、【大】木彫
り 悠刻会、恒水会 紫陽花（絵手紙）、絵手紙
教室 耀の会、【藤】藤岡文団連書道部、藤岡・
絵手紙サークルヴィオラ、【都】龍雅会赤井社
中（華道）、さくら会（手工芸）、晴耕会書道部、
【西】ハンドメイド、【岩】染め工房かぐや、つる
の会（折り紙）、遊土（陶芸）、絵手紙クラブア
カシヤの会

２／１７（土）
午前

音楽（演奏）

【栃】栃木ショパン研究会（ピアノ）、【藤】藤岡
八木節愛好会、【都】オカリナくらのまち、
【西】アルモニカ・ハーモニー（ハーモニカ）、
【岩】岩舟ハーモニカ、コスモス岩舟（オカリナ）

２／１７（土）
午後
ダンス

【栃】M.Hula Studio（フラダンス）、
【大】よさこい富っ子、【藤】YJCダンススタジ
オ、【都】TRC(都賀町レクリエーションクラブ)
（フォークダンス）、【西】西方町フォークダン
スの会、【岩】五家英子とみんなで楽しく踊ろう
会（よさこい）

２／１８（日）
自由ジャンル

【栃】エイコーン・コーラス（合唱）、栃木市民
吹奏楽団、【大】大平文化協会舞踊部会（日本
舞踊・新舞踊）、【藤】藤岡文団連よさこい部、
藤岡町フォークダンスクラブ、【都】蕾会（大正
琴）、ふれーずミュール（合唱）、【西】西方オ
カリナクラブ、Greenぐらす（合唱）、カッパー
コール（合唱）、【岩】みかも芸道倶楽部（ちん
どん・かんかん）、五家英子とみんなで楽しく
歌おう会（カラオケ）

参加団体の皆さんはこちら

＜展示部門＞

＜舞台部門＞

【栃】栃木文団連、【大】大平文化協会、【藤】藤岡文団連、
【都】都賀文化協会、【西】西方文化協会、【岩】岩舟文化協会

※当日出演順は異なります

日立オリジンパーク見学の様子
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